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	米国リンクス社より「マイクロビーズアレイ技術」の
アジアでの独占的実施権を買収


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）は、2000年11月に米国リンクス・セラピューティックス社（Lynx Therapeutics, Inc. カリフォルニア州、以下リンクス社と略）が所有する遺伝子発現解析技術である「マイクロビーズアレイ技術」に関する独占的使用・販売権を獲得し、アジアを中心とした事業展開に注力してきました。この度、当社はリンクス社との契約を改訂し、当社からリンクス社への支払いが設定されていた同技術の利用に関する技術使用料やランニングロイヤリティー等の将来の支払いを完済し、事実上アジア地域における同技術の独占的実施権を買い取りました。

リンクス社が所有するメガクローン法、メガソート法および超並列的な遺伝子ビーズクローン解析法（MPSS）は、特定の組織・細胞で発現しているほぼ全ての遺伝子を網羅的に解析することができる、画期的な遺伝子発現解析技術です。

メガクローン法とメガソート法は２種類の細胞の機能の違いを、例えば癌細胞と正常細胞の相違を、両細胞で発現している遺伝子の種類の違いとして示すことができます。つまり遺伝子レベルで癌細胞の生理活性を解明することができます。

MPSSは、ある細胞内で発現しているほぼ全ての遺伝子の種類と発現頻度を網羅的に示すことができます。同時に、この技術を応用することによって、各個人の遺伝的相違を支配している一塩基多型（SNP）を網羅的に探索できることを当社が考案しました。
また、同技術を用いてある特定の組織や、特定の状態の細胞において、特徴的に発現するあるいは発現が抑制される遺伝子、つまり機能が予測される遺伝子を単離し、それらの遺伝子を貼り付けた「機能性DNAチップ」の開発を行っています。
今回の契約改訂で、当社は、従前の契約で設定されていた技術使用料の支払い時期を繰り上げて支払う見返りとして、売上げに対するランニングロイヤリティー、リンクス社株式の購入等、リンクス社への一切の支払いを免除されることになります。さらに当社はMPSS装置３台をリンクス社より購入します。これにより当社は、リンクス社のマイクロビーズアレイ技術を今後の使用料支払い義務なしにアジア（日本、中国、韓国、台湾）で独占的に使用可能になるとともに、フランス・イタリアでも非独占的に同技術を無償で利用できることになります。さらに当社は、従前の契約では許諾されていなかったマイクロビーズの作製に関しても、無償での使用権を獲得したため、今後はマイクロビーズ作製についても自社で行う体制を整えていきます。

今回の契約改訂により、当社では、アジアにおける同技術の基盤をより強固なものとすることができ、これにより一塩基多型(SNP)を網羅的に探索する技術の普及などを加速させることができると予想しています。
網羅的に遺伝子発現状態を研究できるMPSS法を中心とするリンクス社の技術はアメリカでも注目を浴びており、本年６月５日付けでIBM社、リンクス社、システム生物学研究所(Institute for Systems Biology)の米国グループが連携し、ポストゲノムの世界に挑戦することを発表しております。当社も、今後、アジアにおいてIT関連の大手企業との提携を進めたいと考えております。
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
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この資料は、　8月5日に京都経済記者クラブに配布しています。
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＜参考資料＞
【リンクス社の概要】
社名：Lynx Therapeutics, Inc.
代表者：Kevin P. Corcoran, President & CEO
設立：1992年
上場：1998年NASDAQ
所在地：25861 Industrial Blvd, Hayward, CA 94545, USA
事業概要：マイクロビーズアレイ技術を核に遺伝子機能解析を行うベンチャー企業。DuPont社、BASF社、Aventis Crop Science社等の大手企業とプロジェクト単位で提携している。技術全般にわたる独占的提携は当社が初めて。なお、当社はリンクス社の１３．５％の株式を保有しています。

＜語句説明＞
マイクロビーズ
直径5マイクロメートルの微小なビーズ。 
マイクロビーズアレイ
マイクロビーズアレイは従来のDNAチップのように固定的なアレイとは異なり、流動的な各ビーズにDNAが固定化された“DNA液体アレイ"とも呼ぶことができる、新規遺伝子の発見をはじめ多数の新しい機能をもった次世代型DNAアレイです。
メガクローン（Megaclone）
マイクロビーズの表面に結合された捕獲用のオリゴヌクレオチドを利用して、細胞内で発現しているほぼすべての遺伝子断片を個々のビーズ表面に固定化する技術です。遺伝子の既知未知には関係なく網羅的に固定化することができ、細胞内での遺伝子発現をそのままビーズの形で再現することができます。 
メガソート（Megasort）
由来の異なるmRNAから調製した発現量の異なる蛍光のついたcDNAプローブを、メガクローン技術で作製したcDNAビーズ上で競合ハイブリダイズさせ、フローサイトメーターを用いてそれらの遺伝子を網羅的に分取することができます。 
超並列的な遺伝子ビーズクローン解析法（MPSS）
メガクローン技術で作製したcDNAビーズを平面的に充填した超高密度ビーズアレイを作製し、約100万個のビーズに捕獲された各cDNAの17塩基の配列を一挙に決定することができる技術です。細胞内で発現しているほぼすべての遺伝子の種類と発現頻度情報を一挙に得ることができます。 
DNAチップ
スライドガラス上に数百から数万個のDNAを高密度に固定化したもの。2種類の細胞のmRNAから調製した蛍光プローブを競合ハイブリダイズさせてレーザースキャナーで読み取ることにより、2種類の遺伝子の発現量を比較できます。
ハイブリダイズ
一本鎖のDNAあるいはRNAが相補的な塩基対形成によって2本鎖状態を形成すること。
一塩基多型（SNP）
遺伝子は個体により多様性を有していますが、その多様性には様々な種類があります。遺伝子多型の中で、1箇所が他の塩基に置き換わった多型を一塩基多型(SNP：Single Nucleotide Polymorphism)と呼び、人の場合で数百塩基に1箇所の割合で存在すると言われています。例えば、この多型が存在する遺伝子を設計図として生産される酵素は、多型のタイプにより活性や生産量が変化し、中には多型が原因となる様々な遺伝子疾患もあります。さらに、薬剤を代謝する酵素にもこのような多型が存在し、薬剤に対する感受性と関連しています。
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